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第2次大戦の日本の行動（その6）  

苦闘を続けた後退期  

仇腰弛 松山大学 湊晋平 M血恥画   

まえがき   

1朗2年夏から1糾4年初熟こかナ⊂の盟カ月の長期  

に渡って、ソロモン諸島とノウア・ニューギニア、中部  

太平洋のクリゼリン」サーシヤ′醐戒戦  

闘が行われ㌔   

これは米国が戦前オレンジ引画として作成した堺道  

北での水陸両面作軌という予醐こ相当するものであっ  

た。オレン㈱酬台を嗜芸蒋握は赤道か  

ら北緯諮度の′、ワイ～アジ邦槻他職剖、  
頒接な戦闘齢よび輪遡隙こ当てられる」と想定していと  

しかし現実には南半球にかけぐその2倍の静痴こ達し  

ていた∴戦闘の舞台こそ帥ミ続和ま予想通  

りであった日本弔糊口き、その進出を遅  
らせようと努力したも勧進出を停止させる  

ことは出来なかった。   

この報告では日本軍が善戦したギ／レもー卜諸島のタ  

ラワ・マキンの戦闘を中心こ検討する。  

タラワの哺  

山本GF長官の戦死後、GF長官となった掛ま  
“日本が米軍に勝利陸橋る見込和ま1βに低下しフ㌔G  

Fは戦力が均衡しているl靭捌こ決戦を求める”と  

語った。なかなう醜酬めを消耗して  
いる間に1減年11月ql伽血電流作戦で米革 ま  

タラワに」二陸した。   
タラワは真珠湾南西仙m、日本のトラック基地の  

南東幻皿皿にあり、北方；や・一一シヤ／鹿西方；  

カロリン諸島、南方と東和昔お、ワイ、南太轍ニュ  
ージーラン仁義柵こいたる連合軍の基地が連なってい  

た⊃   

オレン灘軋避弼でも日珊翻る海  

面と予定されn、たが、戦力を消耗したGFは救援も出  

師劉碓槌を見守る道u戌診りた  
11月幻日2棚こより圧倒的に有利  

な米海兵隊が上陸してきたが、寡兵の日本軍はよく敢闘  

し多大の犠牲を払わしながら11月公日、最後の「万  

歳l突撃を敢行比  

【搾肺痛も知れぬ小さな欧米革の犠牲が  

34α）人にもなったことに全米は衝撃を受け也論は沸  

騰漉   

しかしながら米軍まこの戦闘を通じて多くのことを  

学んだ∴艦砲射撃の改善∴空欄効こよる対地支援、戦  

車・歩兵・工兵碗控砂陳、無蜘空、  
胸払晰滴機的コミュニケーション手段とチー  

ムワーク構築が図批この成果は次のマジェロ、グ  

リセリン島知略（1弛1～勾I淑、て圧倒的な犠抽7）減  

少として表紙   

米軍はギ／レふ一卜諸島およびマーシャノ鳩首島の攻略  

を2カ月少々で完了漉日本軍はこの諸島を6カ月保  

持u弘ヽと考えでバ㌔このように西剛、  

作嘲抑基稚が凍探されていった。  

まとめ  

第2次大戦の第2期、太平洋戦線で幸運とチャンスを  

生かして辛うじⅥ断りを得た米軍も続く第3期その巨  

大な工業生産力により次第こ航空牧力・海上戦力に優勢  

を構築し、強力に西進した。   

激しい局地戦を経て日本軍支配下の中部太平洋の  

島々を攻略し空・海瀾癒建設し補給を確昧  

する。日本軍は損失を覚悟し棚繰り出  
し側抗し米郵こ時間わ顧費と艦齢：噴托を与え  

つつ後退しn、くが、米軍は次第に消耗斡に朋掛を収め  

ていく。   

ノちタア・ニューギニアやイン晰ンバトルでは補給  

翻重野曙関しm自滅していく。   
また朋こよ欄適断も次第こ日本  

の戦浄能力を失わしめた。こうして日本新輯軍  

航空戦力の再建もできず、望まざる時期にマリアナ諸島  

遁毎離乳、られる。  
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表1 タラワの戦闘 （43 11／20～23）  

日 米  軍   

戦力   陸戦隊  2，619人   海兵隊  16，692人  

設営隊 1，241人  海軍 1・，．396人  

他tこ空母  6隻／850機  

（合計  4，830人）  戦丘  6隻   

損害   戦死   4，690人   戦死傷  3，407人   

表2 クリゼリン環礁（44 2／1）  

日 本 軍   米  軍   

戦力   戦闘員  5，000人   強襲部隊  54，000人  

設営隊  3，000人   他に空母  12隻   

戦艦   8隻   

損害   戦死  8，000人   戦死億  370人   

実停の取次大戦に糾ナる米軍の攻勢  
一－－・桝の境界  

攻勢  
●■一幕底次大1肢く太平洋t■）  

（椚の賊）  
■■・♯2次大】駿（賄西太平澤欄）  

（腱】■の鵬）  
勿・オレンジ・プランで当練年  

度に：せ定された二晩■目欄   
0  卸 100 ∝船 柵 1【蜘  

米艦隊の停泊地および墓地  
伽＝マーシャル精鳥串旺のため側  

81司剛滞における第欄  

挺軍制笥的な主要ドックす一ド  

m尋汰平洋における日本棚的の肋  

BW＝膏太平洋における主要ドックヤード  

○・第2次大鼓（：）・オレンジ・プラン  

小笠原萄鳥  

′ 

ジ雪ンストン  

匝・‖〕  
．  U叫■．1）  

●  ■  

句中帝大早津射㌦青木千草碩軍り博打～ラ「恥弗射弼′  
・l・こ鱒乳  
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